
 

 

 

 

◎続々と各自治体・地域で「社会的ＰＣＲ検査実施」 
 

北海道・根室市が始めた市内「エッセン・シャルワーカー」

対象の「定期的（月 1回）ＰＣＲ検査」（当面３月まで。次

年度以降は予算検討中）を全国に広めよう！ 
 

 昨年秋以降、新型コロナウィルス感染症第３波の感染拡大が広がる中で、全国の自治体で「社会的ＰＣＲ

検査」の実施が進んでいます！ 様々なやり方がありますが、北海道・根室市（人口-２万９千人）が１月か

ら実施している「社会的検査」

は、市内で働く「エッセンシャ

ルワーカー」（医療関係・介護

関係・福祉関係・保育関係・市

役所・消防本部）－1,400人余

を対象に、月１回の検査を始

めました。 

すでに１月実施の結果が発

表され、対象者の回収率 90％

＝1,275 検体の検査により、

陽性者１名（医療関係）が発

見されています。 

 ＊毎月１回で良いのか？！

という議論は残りますが、少

なくとも、「新型コロナウィル

ス感染の恐怖と隣り合わせで

従事する医療や介護等従事者

の不安解消と集団感染の未然

防止を目的に、全従事者に対

しＰＣＲ検査を毎月１回行う」

という施策は、市政としての

英断であり、様々な障壁はあ

ろうとも、コロナ禍が一定の

終息を迎えるまで、定期的実

施を続けていただきたいもの

です。 

そして、この方式を全国で、

全自治体でも実施できるよう、

「社会的ＰＣＲ検査」は『全

額国庫負担』の制度化を実現

していきましょう！ 

 愛知県内の各自治体でも、

実現できるよう運動と要請

を強めましょう！ 
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